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が
次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。
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農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
任
期

(
3
年
)
は
、
7

月
日
日
で
満
了
す
る
の
で
、

こ
れ
ら
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
る

7
月

5
日

報広市津魚

六
月
定
例
市
議
会
は、

去
る
二
十
七
日
午
後
一
時

か
ら
市
議
場
で
行
な
わ
れ

一
般
会
計
更
正
予
算
な
ど

九
議
案
と
専
決
報
告
三
件

を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
た
。
お
も
な
議
案
内
容
は
つ

ぎ
の
と
お
り
。

。

一
般
会
計
更
正
予
算
七
百
十
一

万
九

千
五
百
七
円
減
額
は
、
都
市
計
画
街

路
卒
業
貨
の
補
助
金
の
減
傾
が
主
な

も
の
。

。
凶
民
健
康
保
険
追
加
予
算
千
二
百
三

万
三
千
六
百
余
円
は

、
七
月
一
日
か

ら
魚
訳
、

下
野
方
、
道
下、

四
布
施

の
四
地
区
が
実
施
さ
れ
る
の
で
、
そ

の
予
算
を
組
み
、
条
例
を
一
部
改
正

し
た
も
の
。
こ
の
加
入
世
帯
は
お
よ

そ
三
千
三
百
世
帯
、
入
負
は

一
万

二

千
七
泊
余
名
が
見
込
ま
れ
て

い
る
0

0
企
賄
事
務
取
扱
銀
行

ω
指
定
に
つ

い
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て
は
、北
陸
銀
行
、新
川
信
用
金
庫
、

農
業
協
同
組
合
関
係
の
ほ
か
、
こ
ん

ど
宮
山
相
互
銀
行
、
富
山
産
業
銀
行

を
市
金
庫
事
務
の
一
部
、
つ
ま
り
市

税
の
収
納
を
行
な
う
こ
と
に
指
定
し

た
も
の
で
、
市
税
を
収
め
る
場
合
、

こ
の
銀
行
で
も
用
が
足
り
る
こ

と
に

な
る
c

。
課
設
置
条
例
の

一
部
改
E
で
は
、

従

来
の
総
務
課
、
財
政
課
を
一
っ

と
し

秘
書
人
事
を
切
り
は
な
し
、
秘
書
室
、

総
務
謀
を
七
月
一
日
か
ら
設
け
た
0

0
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
-
員
の

定
数
条
例
の
改
正
で
は、

農
業
行
政

の
円
滑
を
は
か
る
た
め
、

選
挙
に
よ

る
委
員
二
十
三
名
を
十
四
名
に
減
ら

す
も
の
。
こ

の
た
め
第
一
選
挙
区
は

六
名
か
ら
主
名
に
、
第
二
選
挙
区
は

五
名
か
ら
一
一
一
名
、
第
三
選
挙
医
は
六

名
か
ら
問
名
、
第
附
選
挙
区
は
《
れ

か
ら
凹
名
に
改
正
さ
れ
た
白

一 一

人口
世帯数
人 口
出-生

死 亡
婚姻
離婚

動態
9.382i世帯
46.828人
72人
27人
37件
3件

魚樟市友道

中部印刷株式会社

選

挙

一
一
訪

一
マ

・:
:
引
け
か
ら

8
川
初
日
ま

…
v
i--き
た
あ
叩
凡

1
日
を
則
ん
幽
一

二

回目

コ
ピ
自
然
に
凱
し
む
運
動
が
八
日〕出

…
し
て
全
国

一
せ
い

に
吋
勢
調
査

一
査

二

一
一叫
λ
一
的
に
行
な
わ
れ
正
す
。
こ

の
起

一
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

…

-一十一

一一

二

川
一

助
は
、

川
氏
み
ん
な
が
美

し
い

今
回
の
国
勢
判
査
は
、
問
午
一

読

ニ

一
一
見
一

野
山
の
白
川小・
に
触
れ
て
体
全
き
に
一
度
行
な
わ
れ
る
大
規
模
な
一

一跨

一一

一
一
tm
一
た
え
て
明
什

¥
の
英
一A
と
山
以
…

…調
査
が
あ
る
う
え
に
、
国
政
で一

2
5
一一

一
…
k
…
科
学
に
対
す
る
興
味
を
孜
お
う

…
勧
告
し
て
い
る
一
九
六

O
年
一
枇
…

国

…一

一
一
同

一
と
い
う
運
仰
で
す
。

…

界
人
口
セ
ン
サ
久
計
四
の
一
関
山
二

一

E
E
山

こ
う
し
た
運
動
は
、
ド
イ
ツ

…
と
し
て
行
な
わ
れ
る
判
資
C
も
あ
る
た
一

一
で
今
か
ら
五

O
年
ほ
ど
前
に
は
じ
ま
つ
め
、
と
く
に
芯
議
傑
い
も
の
で
す
。

一
た
も
の
で
す
が
、
現
布
で

は
世
界
小
に

・

こ
の
調
査
が
ま
と
ま
り
ま
す
と
、
わ

二
千
万
人
を
こ
す
愛
好
者
の
ユ

ー
ス
ホ

-
が
悶
の
人
口
の
大
き
さ
、
分
布
、
防
造
や

一
テ
ル
運
動
と
し
て
ま
す
ま
す
挑
ん
と
な

…
そ
れ
ら
の
変
化
を
昨
突
に
知
ろ
こ
と
が

一
っ
て
い
ま
す
。

-

で
き
る
ほ
か
、行
政
上
、経
消
上
の
基
礎

一

わ
が
国
に
も
、
こ
の
ユ

ー
ス
ホ
テ
ル

…資
料
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

広

く

な

っ

た

一
の
組
織
が
あ
っ
て
、
合
国
特
地
に
宿
舎

一

そ
む
た
め
に
も
国
内
に
住
む
す

へ
て

新

塩

屋

町

通

り

一
が
あ
り
ま
す
o

残
念
な
こ
と
に
本
県
に
…
の
人
を
一

人
の
も
れ
も
な
く
、
重
視
も

一
は
ま
だ
ユ

ー
ス
ホ
テ
ル

の
支
部
が
あ
り

…
な
い
よ
う
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

角
川
崎
か
ら
住
吉
に
抜
け
る
国
道
は
一
ま
せ
ん
が
、
県
の
激
育
委
員
会

、

r

こ
の
調
査
に
当
る
人
は
、
全

自
動
車
が
通
る
と
人
の
通
行
が
で
き
な
一
な
ど
で
指
定
し
て
い
る
宿
泊
施

¥

'

/

E
国
で
位
万
人
も
動
員
さ
れ
、
資

い
ほ
ど
せ
ま
く
、
道
路
の
拡
張
が

の
ぞ

一
設
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
利
用
く

~

〆
J

」

用
も
二
十
数
億
円
か
凡
込
ま
れ

ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
十
り
か
ら
県

一
だ
さ
い
。

一
d

一
ご
メ

て
い
ま
す
。

で
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一

-
-
B
E
l
l
i
-
-
B
i
l
-
-
一
〉
一
三

R
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
F

一

:
:
:
夏
山
シ
ー
ズ
ン
が
や

っ

こ

J

〈

通

報

マ
:
:
:
7
川

1
H
は、
一国
民
安

こ
の
拡
張
工
事
は、

角
川
橋
か
ら
延

一

一
一
・
一
己

ー

、

一
て
き
ま
し
た
。
快
砲
な
立
山
縦

-
d
と
-
ー
λ

全
の
日
」
が
定
め
ら
れ
て
は
じ

長
一
四

0
メ
ー
ト

ル
を
司
員
五

五
メ
一
走
、
雪
の
剣
沢
キ
ャ
ン
プ

、

ニ

ゼ

広

め
て

の
記
念
す
宇
へ
き
日
で
す
o

l

ト
ル
(
従
来
四
メ

ー
ト

ル
V

に
拡
げ
る
一
て
は
ス
リ
ル
に
と
ん
だ
剣
宅

・

/

、

一

y
u

.
J
-
一

近

年

、
火
薬
工
場
の
川町発
、
交

も
の
で
、
六
十
余
り
の
家
屋
が
移
転
を

一頂
と
、
こ
こ
北
y
の
登
山
プ
l

ム

一

o

，t
τ

・
通
事
故
、
火
災
、
学
校
、
家
庭
生
活
で

終
り
、
道
路
の
築
造
が
治
め
ら
れ
て
い

一
だ
当
分
続
き
そ
う
で
す

…

ま
す
o

総
工
費
お
よ
そ
一
ハ
百
六
十
万
円
一
立
刈
へ

は
き
よ
ね

ん
定
だ
け
で
ざ
っ
…

の
災
担
忠
川
増
加
し
て
い
ま
す。

さ
き
に
か
け
か
え
に
な

っ
た
角
H
喬一

と
十
万
人
。
登
山
青
山川
県
外
の
人
が
六
「
巨
ド
弘
壬
日
」
は
、
日
常
生
活
を

J
1
一
割
で
こ

の
と
こ
ろ
女
性
の
登
山
が
め
だ

安

全
に
す
ご
せ
る
よ
う
に
、
ま
ず
同
民

と
橋
場
通
り
の
補
装
と
あ
わ
せ
、
こ
の
一
つ

O

氾

帯

の
街
並
は
き
れ
い
に
な
り
ま
し

一
ラ

氏

吋

汁
れ
て
、
山
の
遭
難
も
ウ
ナ

…
ド

M
ト
ね
…
誌
は
一
位
一一日い
γ

一ギ

の
ぼ
り
、
事
的
は
き
よ
ね

ん

一

年

で

…

白

(
写
真
は
拡
張
さ
れ
た
新
皐
尾
J
通
3
〉
一
三
十

二
例
へ
列
者
二

十
人
、

行
Y
不
月

一
ゆ
る
方
設
の
安
全
保
持
に
、
十
分
間
怠

-

m

I
一
八
人
、
重
臨
傷
十
六
人
〉
も
お
十
て
川

…
を
払
う
習
慣
を
つ

け
る
こ
と
が
、

ま
ず

一
ま
す
G

…
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
設
け
ら

一

遭

難
の
多
い
こ
と
で
は
全
国
で
四
番
…

れ
た
も
の
で
す
。

一一
て
一

回
と

い
わ
れ
る
立
山
だ
け
に
、

こ
れ
ま
で
産
業
安
全
、
火
災

一
日

一

二

、ぇ一

こ
こ
で
は
ガ
ケ
か
ら
の
伝
落
が

…予
防
、
学
校
安
全
な
ど
と
別
々

一

η
一

二
な
一

圧
倒
的
に
多
く
、
つ

い
ヱ
格
石

…
に
行
な
わ
れ
て
き
た
安
全
運
動

…

&
…

一
・

一

ク
レ
パ
ス
へ

の
転
落
な
ど
が
事
.

-
一

一

皮
の
京
凶
と
な
っ

て
い
ま
「
。

…
の
連
け
い
を
強
め
、
安
全
が
全

一
安

…

一
に
一

t
u
i
か
い
、
じ
づ
か

ρ
に
よ
っ

一
国
民
か
ら
盛
り
あ
が
る
運
動
に

一
民
一

一
山
一

て
山
登
七
七
安
企
L

，
hu必
な
も

よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
一
国

…

一
夏
…
の

に
し
立
し
よ
う
。

し
よ
う
と
い
う
も
の
。

投票区別有権者数

昭和34年12月1日現在で調製された農

業委員会委員選挙人名簿の投票区別の

有権者数は次のとおり。

投票区宇II農世部家数I~:l I 女 I 計
下中島 384 728 

上中島 295! 419 470 889 

~y"~倉第一 58 86 91 177 

松;.}第二 34 48 53 101 

松倉第三 108 139 157 295 

松念第四 197 270 326 596 

上野方 224 347 368 715 

下 野方 177 241 304 545 

片貝第一 185 338 

jT貝第二 105 I 141 176 317 
片員第三 74 108 130 238 

片貝第四 48 74 82 156 

力日 積 260 432 435 867 

道 下 216 322 359 681 I 
経 m 186 326 368 694 i 
天 判l 218 345 351 696 

四布施第一 191 323 326 

gLj布施第二 176 289 292 581 

ム口 号，.トl 4，857 9，264 

農業委員会委員選挙

る

青
年
会
館
)

。
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

6
月
幻
日
の
定
例
市
議
会
に
お
い
て

選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
は
次
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
選
挙
区

3
人

。
選
挙
期
日
の
告
示

小
学
校
、
古
鹿
熊
分
校
、
坪
野
分

一

第
二
選
挙
区

3
人

。
立
候

補

周

出

期

間

校

、
白
倉
小
学
校
)

一

第
三
選
挙
区

4
人

7
月
5
日
か
ら
7
月
間
日
ま
で一

・
第
三
選
挙
区

一

第
四
選
挙
区

4
人

。
選
挙
期
日

(
投
票
日
)

7
月
日

日

一

旧
片
貝
谷
村、

加
積
村、

道
下
村
の

一

投
票
時
聞
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後

。
選
挙
区
と
そ
の
区
域

一

区
域

一
六
時
ま
で
で
す
が
、
松
倉
小
学
校
古
鹿

(

)
は
投
票
所

一

(

投
票
所
H

片
貝
小
学
校
、
山
女
分

一熊
分
校
、
白
倉
小
学
校
の
投
票
所
は
午

・
第

一
選
挙
区

一

校
、
前
東
城
青
年
ク
ラ
プ、

道
坂

一
後
四
時
ま
で
で
す。

旧
魚
津
町
、

下
中
島
村
、
下
野
方
村

一

親

睦

会

舘

、
加
積
小
学
校
、
道
下

一

一

一

こ
の
選
挙
に
投
票
が
で
き
る
人
は
、

上
野
方
村
の
区
域

一

公

民
舘
〉

一

一

一
昭
和
糾
年
ロ
月
1
日
現
在
で
つ
く
り、

(
投
票
所
H
住
吉
小
学
校
、
下
野
方
一
・

第
四
選
挙
区

一

公
民
館
、
上
野
方
小
学
校
)

一

旧

経

団

村

、

天
神
村
、

西
布
施
村
の

一
昭
和
お
年
3
月
5
日
に
確
定
し
た
農
業

・
第
二
選
挙
広

一

区
域

一委
員
選
挙
人
名
簿
に
名
前
が

の
っ
て
い

旧
上
中
島
村
、
松
倉
村
の
区
域

一

(

投
票
所
H
経
由
連
絡
所
、
天
神
小

一
る
方
で
す
。
こ
の
選
挙
に
は
補
充
名
簿

(
投
票
所
H
上
中
島
小
学
校
、
松
倉

一

学
校
、
西
布
施
連
絡
所
、
長
引
野

一
は
つ

く
ら
れ
ま
せ
ん
。

国

保

追

加

予

算

農

委

定

数

条

例

一

部

改

正

な

ど

き

め

る

大
谷
と
坪
野
を
結
ぶ
山
間
横
断
道
路

一米
の
道
路
を
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で

は、

新
市
町
村
建
設
事
業
の
一

つ
と
し

一総
延
長
は
三
、

O
三
0
メ
ー
ト
ル
、
総
工

て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が、

こ
れ
に
よ
一費
二
千
万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

り
ま
す
と
、
大
谷
温
泉
附
近
か
ら
坪
野

一

こ
の
う
ち
、
昭
和
三
十
三
年
度
か
ら

ま
で
山
を
き
り
ひ
ら
き
べ
巾
員
五
、
五

一
こ
と
し
の
春
ま
で
に
大
谷
地
内
か
ら
お

1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-I

l

-

-

一
よ
そ
九

0
0
メ
ー
ト
ル
が
七
百
十
余
万

こ
の
ほ
か
推
せ
ん
に
よ
る
委
員
十
四一

5

一

一

青

少

年

問

題

一
円
で
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
約

名
と
あ
わ
せ
、
農
業
委
員
は
二
十
八
名

一

E
E

一

ハ
改
正
前
三
十
八
名
)
と
な
る
口

一

協

議

会

が

発

足

一
3
分
の
ー
が
で
き
ま
し
た
が
、
残
り
は

一

一
今
年
度
以
降
継
続
事
業
と
し
て
工
事
カ

1

1

1

1

1

1

I
l
i
-
-
B

一

日
健
全
な
活
動
を
推
進
日

一

一

一進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
交
す
。

三

島

助

役

退

任

一

青
少
年
の
指
導
、
育
成
、
保
諮
お
よ

一

こ
の
首
路
が
完
成
し
ま
す
と
、
大
谷

一び
8
ょ
う
圧

に
つ
い

て、

総
合
的
施
策

一

;

三
由
助
役
は
、
去
る
六
八
十
日
任
期

一
を
た
て
、
必
要
な
事
項
を
調
査申
付
議
す

一|
坪
野
左
経
て
北
山
に
歪
り
、
市
街
地

満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま

L
た
。

一
る
た
め
、
昨
年
十
月

一
日
に
魚
津
市
青

一
と
結
ぶ
循
環
道
路
と
な
り
、
山
林
資
源

昭
和
三
十
一
年
六
月
助
役
に
就
任
以

一
少
年
問
題
協
議
会
設
置
条
例
が
制
定
さ

一
の
開
発
や
経
済
の
交
流
あ
る
い
は
、
景

来
、
円
満
な
人
格
と
優
れ
た
識
見
を
も

一
れ
ま
し
た
口
更
に
青
少
年
活
動
推
進
本

一
勝
を
な
が
め
な
が
ら
の
絶
好
の
ハ
イ
キ

っ
て
市
行
政
に
貢
献
さ
れ
、
と
く
に
一
一
二
部
規
程
が
定
め
ら
れ
、
去
る
三
十
日
に

一
ン
ク
コ
ー
ス

と
も
な
り
、
そ
の
沙
問
剖
は

十
一
年
九
月
の
大
火
に
よ
る

λ
足
夏
興

一関
係
者
が
あ
つ
ま
り
協
議
会
の
発
会
式

一
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
ず
。

?

?

一
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
役
員
と
し
て
会

一

I

l

l

i

-

-

-

I

l

l

i

-

-

都
市
計
画
事
業
、
片
貝
川
奥
地
開
発
事

一
長
に
寺
田
市
長
、
そ
の
ほ
か
委
員
、
幹

一

;

業
等
に
つ
く
さ
れ
た
功
績
は
大
き
い
も

一事
な
ど
を
選
び
ま
し
た
。

一

い

り

乏

k
r

育

大

一

I
F
r
t
'
十
ヨ
F

」ノ

の
が
あ
り
ま
す
。

-

魚
津
市
青
少
年
活
動
推
進
本
部
規
程

一

.

-

，

1

1

1

1

1

1

1

1

l

i

-

-

一
に
よ
り
ま
す
と
、
組
織
に
は
団
体
活
動

一

県

本

予

u

去
十
-

一

一

叫
H

・ノ

t
4
r

ご

-

、
マ
反
コ
〈

市

役

所

の

機

構

一
部
会
、
生
産
活
動
部
会
、
環
境
衛
生
部

一

〕

、

一会
、
非
行
防
止
部
会
が
あ
り
、
青
少
年

一

第
九
回
市
民
体
育
大
会
は
、
七
月
十

一

部

か

わ

る

一
の
健
全
な
活
動
を
惟
進
す
る
こ
と
に
な
一
七
日

(
日
)
間
部
中
学
校
ほ
か
六
会
場

能
率
的
な
事
務
を
運
営
す
る
た
め
七

一
っ
て
い
ま
す
。

一
で
ひ
ら
き
ま
す
。
出
場
希
望
者
は
七
月

月

一
日
か
ら
市
民

の

機
構
が
一
部
か

一…

j
t
i
l
t
-
j
j
;
i，二
十
一

日
ま
で
市
教
育
委
員
会
へ
申
交

わ
り
ま
し
た
。

土

7
月

の

市

税

一
一
で
く
だ
さ
い
。

秘
替
、
人
事
に
関
す
る
こ

と
去

掌

一一
司

芝

雪

量

党

二

羽

子

一
一

な
お
八
月
に
行
な
わ
れ
る
予
定
の
県

す
る

「
禁
芸
」

が
設
け
ら
れ
、
ま
た

一

~E
5
3
2手
こ
E
r
・
う

こ
休
予
選
を
か
ね
て
開
催
さ
れ
る
。

総
務
献
と
財
政
課
が
一
し
ょ
に
な

っ
て

つ

納

期

7
月

引

日

一
一

種
目
別
会
場
次
の
と
お
り
。

「
総
務
部
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

一一
;

!
'T
j
i
-
-gi
t
--
一
一
げ
H
H

大谷-坪野道路

トルが

てきあが

900メ

(写真山あいをぬ ってつくられた道路)

心、
Z三

17 
日

カ、

b 

tJ 

ね

て

水
泳
競
技
(
西
中
プ
l
w
〉
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル

(
凶
中
)
、卓
球
(
束
中

)、

パ
ト
ミ
ン

ト
ン
ハ
村
木
小
)
、
バ

レ
ー

ボ
ー
ル

戸
市
常
コ

1

ト
)
、

バ

ス
ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

(
何…一
H

附
)、
一架…遺

(
大
川

小
)
、剣

道

(
大
町
小
)
、
陸

上
競
技

ハ
束
中
・)
、相
撲
ハ
束
中
〉

お
日
H
中
学
野
球

(
東
巾
〉

引
日
日
軟
式
庭
球
(
円
カ
コ

1

ト
)

産
業
文
化
会
舘

建
設
募
金
状
況

全
市
民
待
訟
の
産
業
文
化
会
館
の
建

設
は
、
い
ろ
い

ろ
の
事
情
で
着
工
が
お

く
れ
、
レ

か
ん
に
忠
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
皆
さ
ん
方
や
各
業
界
の
ご
則
一

解
と
ご
協
力
に
よ
り
建
設
の
機
運
が
日

一
日
と
た
か
ま
り、

募
金
の
め
ど
も
ほ

ぼ
つ
き
ま
し
た
の
で
、
い
よ
い
よ
近
く

靖
工
で
き
る
段
階
と
な
り
ま
し
た。

つ
い
て
は
、

会
館
な
一
日
も
平
く
完

成
さ
せ
る
た
め
に
、

今
一
段
と
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
今
ま
で
事
務
間
有
印
じ
て
ご

納
入
願
っ
て
い
た
容
付
金
は
、
今
後
直

持
市
会
副

へ
ご
納
入
く
だ
さ
い
む

ー
募
金

l
(六
ハ
二
十
日
現
在
)

二
八
、

C
じ
っ
円
田
方
一
↑
医

六
、
四
C
O円
元

川
区

一
O
、

0
0・0
円

紺

屋

一巳

問
、
ム

roo-川
新
町
一

一弘

一
、
三
二

C
円

東

北
川
区

一
O
、

0
0
0円

八
幡
区

五
、
七

O
O円
上

町

一
区

ニ
=
、

0
0
0円

本
江
二
区

三
O
、
0
0
0円
黒
崎
鉄
て
一
川

四
四

、
0
0・O
N昨
込
二
五
万
円
(

内
金
)
日
本
沼
運
K
K
魚
律
支
陪

五、

0
0
0円
東

京

都
ト

L
u
v、
下
A
A
-
¥
w
n

r
止
限
引
に
斗
メ
良

八
四
八
、
四
一

O
円

累
計

恩
給
法
の
改
正
に
よ
る

改
定
請
求
手
続
に
つ
い
て

恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(

川
和
三
十
三
年
法
律
第
二
一
四
号
〉

の

則
定
に
よ
っ
て
、
こ

と
し
の
七
月
一
日

か
ら
普
通
恩
給
の
通
算

(
軍
人、

軍
属

と
し
て
一

年
以
上
の
実
在
峨
年
)
が
認

め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た。

こ
の
改
定
請
求
手
続
の
事
務
は、

軍

人
間
係
恩
給
権
擁
護
凶
盟
で
取
扱
っ
て

い
ま
す
か
ら
、

改
定
を
請
求
さ
れ
る
方

は
、
市
内
文
化
町
、
向
次
作
方
へ
恩
給

証
書
ま
た
は
裁
定
告
知
書
の
写
を
持
っ

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。



健

康

国

民

し
、
あ
と
の
半
分
は
市
で

一

国

民
年
金
加
入
者
を
知
る
た
め
の
調
後
は
受
付
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お

支
払
い
さ
れ
ま
す
が
、

食

一
査
を
七
月
一
日
か
ら
行
な
い
ま
す
。

り

ま
す
。

事
の
支
給
お
よ
び
寝
具
の
一

こ
の
剥
益
は
、
世
帯
剥
査
と
い
っ
て
な
お
保
険
料
を
前
納
し
ま
す
と
、
剖

設
備、

歯
科
補
綴
(
入
歯

一
来
年
の
四
月

一
日
で
満
二
十
才
以
上
櫛
引
さ
れ
ま
す
の
で
、
保
険
料
の
前
納
に

の
こ
と
J
)

の
と
き
は
全
額

一

-
f
-
l

:

一j
一
五
十
才
ま
で

の
国
民
年
金
に
入
ら
な
け
つ
い
て
の
調
査
に
も
、
も
れ
な
く
記
入

也
者
負
担
ー
な

‘

す
E

一

-
M

仇
保
険
者
が
出
住
さ
い
μ
た

一
れ
ば
な
ら
な
い
人
と
、

希
望
に
よ
っ
て
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
は
助
産
認
と
し
て
五

O
O丹
一加
入
さ
れ
る
五
十
才
か
ら
五
十
四
才
ま

O
調
査
す
る
主
な
こ
と
が
ら

死
亡
さ
れ
た
と
き
は
葬
祭
費
と
し

一
で
の
人
、

寸

国

民

年

金

(

拠

出

制

)
J
・
撃
用
、
・

被
用

て
五

O
O
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
か

一
学
生
、
恩

一

一

者
年
金
に
加
入
の

ら
、
こ
ん
な
と
き
は
印
鑑
を
持
二
給
や
共
済

f
|
|
適

用

世

帯

を

調

査

L
有
無

・
所
得
税
、

て
届
け
て
く
だ
さ
い
。

一組
合
、
厚

|

|
希
望
加
入
も
も
れ
な
く
|

市
町
村
税
を
か
け

・
同
一
傷
病
の
場
合
、
合
寸
別
問
主

一

、

日

、

ミ

j
{
t

b
一
生
年
金
の
制
皮
に
入

っ
て
し
る
人
の
自

て
し
る
カ
の
有
無
、

・
国
民
年
金
に
加

一
一
一
ヶ
年
間
で
す
。

一

一偶

者

な

ど

を

調

べ

ま

す

。

入

さ

れ

た
場
合
保
険
料
を
前
納
さ
れ
る

。
保
険
税
の
納
期

一一

調
査
員
が
訪
問
し
て
お
た
ず
ね
し
ま
か
、
さ
れ
な
い

か
、
・

そ
の
前
納
額

四
月
、
七
片
、
十
一
月
、
一
月
の

一

}

四
日
刊
十
日
川
M
J
荘
一口
叫
んれれ日
日
抗
日
い
し
M児
科
M
m
J民
間
一日

一
月

の
三
回
と
な
り
ま
す
。

一
五
十
才
か
ら
五
十
四
才
ま
で
の
方
で
、
母
子
年
金
受
給
の
有
無
等
で
す
。

な
お
く
わ
し
い

こ
と
に
つ
い
て
は
保

一
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に

険
衛
生
課
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
加
入
の
申
出
を
さ
れ
な
い
と
、
そ
れ
以

t
e、t
't
t
t
t
?‘th'ー
、
4
2，、，、、
4
'h
g、t
I
3
1
，，
e、γ
、t
a
e
3
12、，，，‘
.t、，
・t
1
7
4
2
Et
S
2
7
1
1，、i
1
7，、，、、，
v'
t・3
1
7、〆、、
，ae3
、，
，Ez--g，F
d
h・

業
を
し
な
い
0

9
交

通

安

全

日

ク

き

ま

る

O
二
十
日
の
重
点
事
項

2

・
自
動
車
や
オ

ー
ト
バ
イ
は
、
子
供
が

正

し

い

通

行

を

守

ろ

う

歩
い
て
い
る
と
き
、
ス
ピ
ー
ド
を
落

す
な
り
し
て
子
供
を
事
故
か
ら
守
つ

み
ん
な
が
正
し
い
通
行
を
し
て
、

交
通
事
故
を
お
こ
さ
な

て
や
る
こ

と
。

い
よ
う
に
と
県
下
一
斉
に
、

毎
月
の
一
目
、
十
目
、
二
十
日
・

運
転
中
は
、
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
注

を
H

交
通
安
全
日
μ

と
き
め
、
悲
惨
な
事
故
を
な
く
す
る
運

意

す
る
こ

と
。

動
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(
写
真
、
市
役
所
前
に
た
て
ら
れ
た
交
通
安
全
塔
〉

七
月
の
交
通
安
全
日
に
守
っ
て
い
た
だ
く
事
項
は
次
の
よ

圃
う
に
な
っ
て
ぷ
り
ま
す
。

ぎ

せ

い

者

の

大

半

は

五

才

以

下

の

幼

児

一
O
一
日
の
重
足

…・

道
路
を
歩
く
と
き
は
、

右
は
し
を
通
る
こ
と
。

-

夏

に

多

い

水

死

事

故

H

一・

自
転
車
に
乗
っ

た
と
き
は
、
左
は
し
を
通
る
こ

と
口

一
O
十
日
の
重
点
事
項
:
:
:
:
・

梅

雨
あ
け
と
と
も
に
水
の
恋
し
い
季
節
と
な
り
ま
す
。
こ

l

一・

道
路
に
空
箱
、
木
材
な
ど
を
置
か
な
い
こ
と
。

の
季
節
に
多
い
の
は
水
死
事
故
で
す
が
、

富
山
県
の
昨
年
中

昭
和
二
十
七
年
七
切
に
住
民
登
録
制
度

一
・
道
路
で
か
ベ
仕
事
、
自
動
車
修
理
、
そ
の
ほ
か
道
路
で
作

の
事
故
死
の
内
訳
を
み
ま
す
と
殺
人

一一一一名、

交
通
事
故
七

が
生
ま
れ
ま
し

た

・

二

名

、

山

の

遭

難

二

一

名

、

水

死

圭

一一一一二
名
と
水
の
ぎ
せ

住
民
登
録
は
、
こ
の
よ
う
な
大
切
な

一

い

者
は
そ
の
大
半
を
し
め
て
い
ま
す
。

制
度
で
す
の
で
、転
入、
転
出
が
あ
っ
た

一

こ
の
う
ち
の
約
半
分
は
小
学
校
入
学
前
の
五
才
以
下
の
お

と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
住
所
が
移
動
し
た

一

子
さ
ん
、次
い
で
小
中
学
生
が
二
二
%
を
し
め
て
お
り
ま
す
。

と
き
は
届
出
(
十
四
日
以
内
)
を
し
な
一

事
故
の
お
き
た
場
所
は
八
一
二
%
ま
で
川
や
海
や
溜
池
で
す

時
期
は
六
、
七
、
八
月
が
最
も
多
く
、

今
年
も
す
で
に
去
年

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一

の

今
頃
ま
で
の
ぎ
せ
い
者
を
オ

ー
バ
ー
す
る
と
い
う
痛
ま
し

こ
の
事
務
は
市
役
所
市
民
課
(
住
民

一

い
突
状
で
す
。

登
録
係
)
で
扱

っ
て
い
ま
す
が
、
片
貝

一

お
子
さ
ん
に
は
こ
ん
な
し
つ
け
を
し
て
お
き
た
い
も
の
で

経
団
地
区
は
連
絡
所
で
扱
っ
て

い
ま
す

一

す

。
O
川
遊
び
ゃ
泳
ぎ
に
行
く
と
き
大
人
が
つ
い
て
行
く
か
家
族

印

鑑

届

に

つ

い

て

一

の

許
し
を
受
け
さ
せ
ふ
。

届
出
は
本
人
に
限
り
ま
す
一

一

∞
れ
れ
訪
仰
い
抗
出
一
河
川
口
駅
訴
祈
川
せ
な
い
。

最
近
、
金
融
関
係
の
書
類
は
も
ち
ろ
…

ん
い

ろ
ん
な
こ
と
で
印
鑑
-
証
明
書
が
多
一

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

印
鑑
が
惑
朋
さ
れ
ま
す
と
財
産
等
に

…

及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
の
で
、
市
役
所
一

で
も
届
出
や
証
明
に

つ
い
て
は
慎
重
に
-

取
依
っ
て
お
る
わ
け
で
す
。

こ
の
た
め
印
鍛
届
は
本
人
で
な
け
れ
一

ば
受
付
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
-

ま
た
届
出
を
さ
れ
て
か
ら
三
日
を
経
な
…

け
れ
ば
-
証
明
書
を
出
さ
な
い
こ
と
に
な
一

っ
て
い

ま

す

。

…

印
鑑
証
明
を
受
け
る
際
も
原
則
と
し
一

て
本
人
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
一

本
人
の
委
任
状
が
あ
れ
ば
代
理
人
で
も

…

受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

証
明
手
数

一

料

一
通
五
十

円

一

保

険

い
よ
い
よ
全
市
が
実
施

f帽来，127年 9J113日t
I第三船郵便物認可j

保

険

お

の

し

。
被
保
険
者
一社に

つ
い
て

・
被
保
険
者
証
中
に
誤
り
が
あ
っ
た

と
き
は
保
険
証
を
お
持
ち
に
な
っ

て
届
け
て
く
だ
さ
い
。

・
県
内
の
病
院
、
医
院
な
ど
の
医
療

機
関
は
も
ち
ろ
ん
全
国
の
国
立
病

院
、
国
立
療
養
所
、
社
会
保
険
医

療
機
関
、
金
沢
大
学
附
属
病
院
、

'
R
-

そ
の
他
全
国
の
公
的
医
療
機
関
で

串
宇

一

も

診

療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
A
V
届
出
の
義
務
に

つ
い
て

一

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
す
べ
て

十
日
以
内
に
被
保
険
者
証
と
印
鑑
持

参
の
上
届
け
て
く
だ
さ
い
。

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
ま
た
は
転

出
さ
れ
た
と
き
。

広市

住
所
等
が
か
わ
っ
た
ら

す

ぐ

届

出

を

・

:

j章

七
月
一

日
か
ら
一
週
間

「
住
民
登
録
届
出
励
行
週

間
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
だ
れ
で
も

ど
こ
か

の
市
町
村
内
に
生

活
の
中
心
と
な
る
一
定
の

住
所
を
も
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
町
村

の
区
域
内
に
住
所
が
あ
る

者
を
、
そ
の
市
町
村
の
住
民
と
い
い
ま

す
が
、

こ
の
住
民
で
あ
る
私
た
ち
の
日

常
生
活
の
上
で
、
住
民
の
資
格
か
ら
生

ず
る
権
利
、
義
務
は
た
い

へ
ん
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
主
食
の
配
給
を
受
け
る
の

に
も
、

小
中
学
校
に
こ
ど
も
さ
ん
を
入

学
さ
せ
る
に
も
、
生
活
保
護
や
年
金
を

受
け
る
に
も
、

通
勤
手
当
を
申
請
す
る

に
も
そ
の
住
所
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
居
住
証
明
や
印
か
ん
証
明

を
も
ら
う
と
き
な
ど
も
そ
の
市
町
村
の

住
民
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
】証

明
が
さ
れ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

は
、
私
た
J

り
が
ど
こ

の
市
町
村
の
住
民

で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
は
っ

き
り
し
て
お
く
こ
と
が
た
い
せ
つ
な
の

で
す
。
そ
こ
で
、
市
町
村
住
民
の
利
使
と
市

町
村
役
場
の
事
務
の
簡
素
化
の
た
め
に

魚昭和35年 7月 1日発行(第165号)
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旧軍人恩給や扶助料の申請は

7月 31日まで

昭幸il28年法第 155条の規定にも とずく旧軍

人軍属の恩給、扶助料の請求は、 今年の7月

30日までで、それ以降は時効となり、権利が

なくなります。次のよ うな方は必ず7月31日

までに請求して くださL、。

青年学級巡回 数育委員会では、 青少年

向き図書50冊を青年学級単

文庫の利用 位で巡回して読んでいただ

すでに恩給法によって既裁定になっている

方で、

・|昭和28年8月1日現在恩給法上の公務員とし

て就職中の方

・若年停止のため直ちに給与で、きないもの

・旧恩給証書等を紛失ならびに軍歴の不明な

もの

いており ます。

図書のおもなものは 「百日説法Ji若い日
の文学Ji村づくりと家づくりJi'家族計画
J f経済のしくみJ1-新しい農薬の使い方」
「農村のサ{クノレ活動」など

一巡回日程- 7月(道坂青年学級)、8月 〈

小川寺)、 9月〈長引野)、10月 (蛇旧)、11月(

古鹿rm)、12月(鉢)、1月(鹿熊)、2月 く坪野)

七

月

の

稲

作

七
月
の
天
候
は、

今
の
と
こ
ろ
良
い

方
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
す
。

す
な
わ

ち
梅
雨
明
け
が
お
く
れ
、
と
く
に
中
旬

の
終
り
頃
か
ら
下
旬
に
か
け
て
雨
の
多

い
日
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
頃

は
大
雨
の
心
配
や
気
温
が
下
が
る
お
そ

れ
が
あ
り
、
七
月
を
通
じ
て
日
照
り
も

不
足
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

下
旬
に
は
早
生
は
穂
を
出
し
ま
す
し

中
旬
に
は
中
生
が
幼
穂
を
作
り
始
め
ま

す
。
稲
に
と
っ
て
は
籾
の
数
の
き
ま
る

大
事
な
と
き
で
す
か
ら
本
田
の
管
理
に

つ
い
て
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
商
代
期
か
ら
本
国
初
期
に
か

け
て
天
候
が
不
順
で
、
苗
の
素
質
も
昨

年
ほ
ど
良
く
な
く
、
稲
の
生
育
も
お
く

れ
勝
ち
で
し
た
。
こ

の
た
め
肥
料
の
吸

収
も
あ
と
へ
ず
れ
て

い
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
し
、
ニ

化
メ
イ
虫
の
発
生
も
か
な

り
お
く
れ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
父
兄
会
で
き
る

市
内
に
は
お
よ
そ
五
十
余
名
の
自
衛

隊
員
が
お
り
ま
す
が
、

そ
の
父
兄
の
相

互
の
親
睦
と
隊
員
の
激
励
を
は
か
る
目

的
で
自
衛
隊
父
凡
会
が
去
る

二
十
日
水

族
館
で
行
な
わ
れ
ま
ま
し
た
。

会
則
の
審
議
、
来
賓
の
祝
辞
に
つ
づ

き
役
員
を
次
の
と
お
り
き
め
ま
し
た
。

会

長

朝

旧

新

出

(

寺

町

〉

副
会
長

寺

崎

孫

四
郎
(
本
新
)

監

事

石
川

荊
ーヰ

ハ
大
光
寺
)

間
島
亀
次
郎
(
社
宅
)

身体障害者旅客運賃

割引証の利用

身体障害者(手帳所持者〉で、富山地方鉄

道の割引証が必要である場合、各地区の役員

のところにも告IJ引証を配布してありますから

ご利用ください。

暑中用絵入 郵政省では、ことしも署rl:1
用絵入はがきを売りさばくこ

はがき発ヂ
U とになり、市内の各郵便局で

発売しております。どうぞ涼しい夏だよ りに

せいぜいご利用ください。(魚津郵便局〉

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
:
・・

チ
リ
地
震
津
波
義
援
金
品

義

援

金

ム
五
千
円
H
匿
名

ム
二
千
円
日
村
木

関
口
弥
一
ム
千
円
H
天
神
野
新
、
関

口
与
吉

ム

二
千
円
H
日
本
カ

ー
バ
イ

ド
工
業
株
式
会
社
、
古
川
章
彦
、
寺
岡

敏
夫
、
小
山
忠
久
、
山
川
武

一、

川
上

杉
夫
、
若
林
徹

ム
二
万
円
日
友
道
杉

野
ク
リ

ー
ナ
ー
製
作
所
社
長
杉
野
林
平

ム
三
千
三
十
円
日
友
道
、
杉
野
ク
リ
ー

ナ
ー
製
作
所
従
業
員

一
同

ム
二
千
五

百
円
H
金
屋
町
第

一
区

ム
千
五
百
円

n
匿
名

ム
三
百
円
H
岡
町
慶
野
重
次

郎

ム
三
千
円
リ
魚
津
市
民
生
委
員
会

義

援

品

ム
衣
類
一
包
日
金
屋
川、

木
下
源
六

ム
グ

一
包
H
村
木
、
関
口
弥
一

ム
グ

一
包
日
新
塩
屋
町
、
増
沢
米
弘

〈一

。

一
包
川
本
江
、
経
沢
藤

一
郎

ム
h
q

一

包
H
友
道
、
下
浜
千
之

ム
hq

一
包
H

金
屋
町
、
鍛

治

美

作

ム
h
q

三
包
日
新

町
、
大
黒
弥
生
ム
グ

一
包
日
田
力
町

三
由
ハ
ル
エ

ム
。

一
包
H
吉
島
住
宅

柄、
周
W
H
総
符
プ
弘
次
符
前
日伶
帰
宅
，
O
待
出
陣
織
と
、全
符
草

、

自

衛

官

募

集

受
付
期
間
日
七
月
十
一
円
け
ま
で

資
格
H
十
八
才

t
二
五
才
未
満

試
験
H
七
八
中
旬

(
く
わ
し

い
こ
と
は
市
民
献
へ

)

寄

付

一
O
、
0
0
0円
村

木

国
民
健
康
保
険
は
七
月
か
ら
全
市
が
宍
施
さ
れ
る
こ

と

に
な
り
ま
し
た
。
未
加
入
だ
っ
た
知
津
、
道
下
、下
野
方

凶
布
施
地
区
も
さ
き
ご
ろ
か
ら
普
及
説
明
会
な
ど
ひ
ら

い
て
き
ま
し
た
が
、
ご
協
力
を
得
ま
し
て
実
施
の
運
び

と
な
り
、
こ
れ
で
全
市
民
が
相
互
扶
助
に
よ
る
こ
の
保

険
制
皮
を
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
出
産
し
た
と
き

・
他
の
職
場
保
険
等
の
適
用
を
受
け

主
た
は
受
け
な
く
な
っ
た
と
き
0

.
国
保
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き
0

.
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
ま
た

は
受
け
な
く
な
っ
た
と
き
。

・
被
保
険
者
の
身
分
に
具
動
が
あ
っ

た
と
き
。

。
保
険
給
付
に
つ

い
て

.
治
療
は
国
で
定
め
ら
れ
た
治
療
方

法
に
基
づ
い
て
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
他
の
健
康
保
険
と
診
療
内
容

は
変
り
ま

b
l
1
4
4
1〉

せ
ん
。

〆
久
竹
市

ν〆
4
乙.

・
治
療
費
の

¥弓
ノ
~
、
¥
ー
ピ

半
額
は
忠
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¥
コ
¥
ギ
、
M

者
が
窓
口

ま
)
一
己
予
/
凶

で
支
払
い

ー

J
「

金
感
情

一

h
q

祥
子

(
結
婚
に
よ
る
香
志
)

一
O
、

0
0
0円
元
町

魚
崎
伊
次
郎

(
母
き
よ
死
去
に
よ
る
香
志
)

五、

0
0
0円
木

江

山
沢
松
之
助

(
父
米
大
郎
死
去
に
よ
る
香
志
〉

二、

0
0
0円
上
村
木
町
線
坂
繁
松

ハザ〈
源
次
郎
死
去
に
よ
る
香
志
〉

一
、

0
0
0円
六
郎
丸
荒
田
清
作

(
父
政
二
死
去
に
よ
る
香
志
)

一
、

0
0
0
円

匿

名

一

一、

0
0
0円
匿

名

一

一
、

0
0
0円
町

名

一

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
諮
伐
と
し
て
一

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
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